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本プログラムでは、企業、海外という2つのインター

ンシップを通じて、企画立案能力、実践力、マネジ

メント力、問題解決能力、国際コミュニケーション能

力を養成する教育カリキュラムを実行しています。特

に企業インターンシップでは半年にも及ぶ長期のイン

ターンシップを実現し、実績をあげてきました。今回

特集号としてこれら2つのインターンシップについて、

意義や手続き上の流れ、実際にすでに行った学生か

らの生の声を掲載します。

企業・海外
インターンシップ

特集



インターンシップ
リーディング大学院では博士号（PhD）を持った国際的に活躍できるリーダー、「グローバルリーダー」になる事が求められています。

グローバルリーダーには何が必要でしょうか。日本学術振興会のホームページには「確固たる価値観に基づき、他者と協働しながら

勇気を持ってグローバルに行動する力」という文言が述べられています。この力を身につけるために、大学の外に飛び出し、企業や

あるいは海外研究機関など普段と全く異なる環境の中で、異なる考え方に触れ実践力を磨く事が必要です。この目的のため、「フロ

ンティア宇宙」プログラムでは、インターンシップを必須としています。インターンシップは、企業に出向く「企業インターンシップ」（最

短２週間）と、海外機関に長期滞在する「海外インターンシップ」（最短２ヶ月）の２種類あり、合計で３ヶ月以上の実施が必要です。

本プログラムでは「企業」「海外」の両方実施する事を推奨しています。　

 

インターンシップ
企業インターンシップは、大学の学究的雰囲気を離れ、

企業組織に立ち混じって実務を体験することを目的としていま

す。したがって、専門研究の延長ではなく、培った専門性・知見をど

のように企業での課題に応用できるか、まさに視野を拡大する機会と

なり、大学に留まりがちであった博士学生を広く世の中に輩出してい

く先駆けとなることを期待しています。実際、一定の課題を引き受け、

決まった期間内になんらか回答を見出すといった内容・テーマも多く、

学生も一回り骨格が太くなって帰ってきます。博士学生だからといっ

て世間知らずとは限りません。企業インターンシップ修了後の学生間

報告会の一場面。「企業は、本当に博士資格を求めているか」との鋭

い質問にも、「手ごたえは十分」と自信の回答が返ります。中には半

年に及ぶ長期インターンの例もあり、受け入れの企業の方々にはお手数をいただくことになりますが、永い目でご支援をお願いいた

します。  

インターンシップ
もう一つの海外インターンシップでは、単なる海外留学

体験ではなく、国内とは異なる国際的な視点、異文化の考

え方を学ぶ事が重要です。自分で企画し１人で異国の地でやり抜く実

践力が問われます。本プログラムではこのような考え方から、１人１

人に、計画段階から受け入れ教員へのコンタクト、現地での生活準備

などをすべて自分で行うようにしています。また、期間は最低２ヶ月間

とし、生活に慣れた状況でインターンシップ活動に充分時間をさける

ようにしています。このような体験を通じて、真にグローバルに行動

できるノウハウと勇気を身につける事ができるのです。英会話能力に

ついては、現地で最低限の活動ができるため、IELTSスコアで5.5相当以上の力を渡航前に身につける事を目安とし、不足している人

には別途英語研修を設けています。

企業インターンシップ報告会の風景

海外インターンシップで訪問した、もしくは訪問予定の国

企  業

海 外



インターンシップ修了まで
ここではインターンシップの進め方について説明します。まずインターンシップを行う前に、毎年4-5月頃行われるインターンシップ説

明会に参加し、指導教員やリーディング教員と相談の機会を持ちます。説明会では企業の方も多数参加されますので、その場で相

談することも可能です。また企業についてはすでに我々のインターンシップの受け入れが決定しているものもあります。特に注意しな

いといけないのはインターンシップは相手先があって初めて行えるも

のだということです。相手側との交渉、特に企業の場合はニーズに対

応していなければならず、マッチングに思わぬ時間がかかる場合があ

るので、時間に余裕をもって行うことが大事です。

1次申請書（希望先、計画のアンケート）、2次申請書（研究機関と交

渉を終えた後の詳細な計画書）を経て正式にインターンシップが決定

します。原則として企業（国内、海外問わず）は2週間以上、海外イ

ンターンシップは2か月以上とし、両者の合計が3カ月以上を推奨して

います。海外インターンシップにかかわる費用は最大120万円までの

手厚いサポートをうけることができます。国内企業インターンシップは

この費用とは別枠での支給です。インターンシップ修了後は、報告書

にまとめるとともに、15分程度のプレゼンテーションの結果をもとに評価します。

2014年5月8日に行われたインターンシップ説明会の様子

インターンシップ（国内・海外企業、海外研究機関）の流れ

インターンシップ説明会（原則4月ごろ実施）

指導教員と相談の上、希望決定

国内企業インターンシップ 海外企業インターンシップ 海外研究機関インターンシップ

1次申請書
（インターンシップ共通、希望調査）、春、秋に提出

企業候補選定

マッチング
（2カ月程度前まで）

インターンシップ実施
2週間以上

企業候補との交渉

2次申請書提出
（研究計画、経費計画）（3ヶ月前）

海外渡航準備
（VISA申請など）

インターンシップ実施
2週間以上

研究機関候補との交渉

2次申請書提出
（研究計画、経費計画）（3ヶ月前）

海外渡航準備
（VISA申請など）

インターンシップ実施
2ヶ月以上

中間報告書提出

報告（書面、プレゼンテーション）

特任教員
との面接



は3か月間、国内の宇宙産業に関わる企業へのイン

ターンシップを体験しました。研修内容は主に将来の

宇宙探査ミッションに関連する動向調査やフィジビリティ

スタディでしたが、人々の生活に結びつくような宇宙利用に

関する仕事にも関わらせていただきました。その中で宇宙

空間は科学的に興味深い場所であるというだけではなく、

今後我々の生活への影響力を増していくまさにフロンティア

的な存在であるということを感じました。

企業と大学との最も大きな違いは、企業価値の向上のた

めに事業拡大と適正利益を追求することだと思います。今

回私が行った会社には、仕事の計画を立てるためのWork 

Breakdown Structure（WBS）や、進捗を報告するための週

報が存在しました。これらは効率よく仕事をこなし、情報

を共有することで組織一体となって利益を得るために重要

な役割を果たしているのだと思います。大学における研究

でも、効率よく成果を出すことは必要です。よって企業の方

法論の中にも、研究に生かせるものは多くあると考えてい

ます。このようなことは、普段とは異なる環境に身を置いて

みないとなかなか気が付かないものです。そういった意味

で、将来どのような進路に進むのかに関わらず、今回のイ

ンターンシップは自らの視野を広げる非常に良い機会となり

ました。

これからインターンシップを経験しようと考えている多くの

方が、実際に現場でどのような仕事を行うのかといったこと

までは具体的にはイメージできていないと思います。会社

に行っても最初は分からないことだらけです。そのようなと

きは積極的に質問すべきです。これは私の反省点でもあり

ますが、やはり仕事を行う上で最も重要なことは人とのコ

ミュニケーションを怠らないことです。このことに関しては

企業、大学問わず共通することだと思います。

は大学では物理学を専攻しており、量子宇宙論を研

究しています。企業インターンシップを希望した動機

は、①博士としてのキャリアパスを広げるため。②民間企

業での研究・開発環境を知るため。③異なる環境・他分野

の研究を知り視野を広げることが、自分が将来何か指導的

な立場となった時に、大変役に立つ経験となるだろうと考

えたからです。

電機メーカー研究所の宇宙部門にインターンとして配属さ

れ、主に静止衛星の軌道制御シミュレーションについて研

究を行うことになりました。この研究では、海外メーカーを

はじめ競合他社の技術を調査し、それに対抗できるものを

目指して進めました。その結果、インターン期間の終盤では、

関係者と共に特許を起草することができました。この他に

も、制振装置の評価試験を行うことができ、理論専攻の私

としては貴重な実験機会となりました。さらに、名古屋大

学 OB の方との意見交換会、宇宙部門に関係する各製作所

の見学等も行い、全体を通して様々な分野・世代の方と交

流する経験ができました。

私の専門分野とは全く異なる研究内容でしたが、基本（物理）

は共通しており、大学でも数値計算を行っていたこともあり、

大きな困難なく行うことが出来たと思います。また企業で

の研究は、テーマにもよりますが、「ステップを細かく定め

やすくモチベーションを維持しやすい」、「適度に勤務時間を

管理されているため効率よく進められる」といった感想を

持ちました。

大手メーカーの研究所には優秀な方が集まっていると感じ

ました。しかし、私のような他分野出身者でも、努力と勉

強により十分に通用するのではないかと感じました。本プ

ログラムのインターンシップ制度は、博士修得後の活躍の

場を広げる貴重な機会となります。博士としてのキャリアパ

スを考える上で、是非とも活用していただきたいと思います。

企業の人たちと（右から２番目が近藤君）

末延 博 君（理学研究科・QG 研究室・D2） 
大手電機メーカー研究所・宇宙部門　6 ヶ月在籍

近藤 徹 君 （理学研究科・Uir 研究室・D2） 
宇宙システム開発・運用事業　3 ヶ月在籍

企業インターンシップ報告

私

私



014年6月9日から8月31日までの約3ヶ月間、Lockheed 

Martin Advanced Technology Centerʼs Solar and 

Astrophysics Laboratory（LMSAL, 米国カリフォルニア

州）にて海外企業インターンシップを実施しました。実

施内容は、太陽観測衛星「Solar Dynamics Observatory 

（SDO）」により観測された太陽フレアの統計解析です。

LMSALで働く人のほとんどが技術者で、研究者は20名程

度いますが、その多くが他大学や海外から来たVisitorで

す。LMSALでの生活で特に印象的だったのが、年齢や国籍、

技術者、研究者は勿論、警備員や清掃員まで含めて全て

の人が対等な立場であること、多くの人がワークライフ

バランスの取れた生活を送っており、今の仕事と生活に

満足感を持っていることです。このような、日本とは異

なる環境や思想を肌で体感するとともに、「研究者」以外

の生き方を間近で見ることができたことで、自分の生き

方を考える上で大きな影響を受けたと感じます。また、

現地での宿泊は関係者のお宅にホームステイさせていた

だきましたが、大学の寮やホテル住まいとは異なり、地

域の一員としての生活も同時に体験できている点も非常

に良かったと思っています。このように、海外企業イン

ターンシップでは、日本とも大学とも異なる、大変濃密

で刺激的な時間を過ごせたと感じています。 

は、海外インターンシップとして3 ヶ月間、スタンフォー

ド加速器センター（SLAC）国立加速器研究所（アメリ

カ）に滞在し、Stefan Funk准教授の下でCTA（Cherenkov 

Telescope Array）用ASIC（特定用途向け集積回路）の基本

的な性能評価を行いました。ASICは素粒子・宇宙分野の

研究では信号処理に欠かせない部品であり、このインター

ンシップの中でASICに関する基礎知識やノウハウを身につ

けることができました。しかし、単に技術や知識が身につ

いたということ以上に、普段は日本を拠点に研究を行って

いる私にとっては日本人がいないグループで研究をしたこ

と自体が非常に有意義な経験となりました。私が所属した

SLAC CTAグループでは、各々が相手の状況を聞いたり、そ

れに対して自分の意見を言ったりして、議論が非常に活発

に行われていました。それは週に1度のミーティング時に

限らず、普段もグループのメンバーに会えば “Did you find 

something interesting?” などと聞かれるので、最初は少し

大変でしたが、そのおかげで逆にこちらからもわからない

点や困っていることを気軽に質問しやすくなって、「何をすれ

ばいいかわからないまま時間が過ぎてしまう状態」に陥る

ことなく3 ヶ月の期間を有効に活用できたと思います。こう

いった点は、日本での研究においても見習いたいと感じま

した。その他にも、メンバーと一緒にランチをしたり、近く

の州立公園等に一緒に行ったりしながら、日米の文化や考

え方の違いの面白さを感じることができ、研究以外の面で

も色々と視野が広がって、とても意味のある3 ヶ月間となり

ました。　　　

SLACの研究室のメンバーと（一番手前、中央が廣瀬君）

ロッキード・マーチン先端技術センターの研究者とのランチ
（右端が伴場さん）

廣瀬 茂輝 君（理学研究科・N 研究室・D2）
スタンフォード大学加速器研究センター（SLAC）　3 ヶ月在籍

伴場 由美 さん（太陽地球環境研究所・SSt 研究室・D2） 
ロッキード・マーチン先端技術センター　3 ヶ月滞在

海外インターンシップ報告
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インターンシップ実績
これまで本リーディング大学院では昨年4月の本格稼働以降、企業インターンシップに6名（インターンシップ実施中含む。その他、3

名はインターンシップの予定が確定。）、海外インターンシップに10名（同様）の学生を送りだしてきました（2014年10月末まで）。こ

こではこれまでの結果をまとめ、インターンシップを行う学生のために参考となる情報を提供します。

国内企業インターンシップ　Status 海外インターンシップ　Status

インターンシップ実施日数（合計）

14〜100日 ５名 ６名

100〜200日 ２名 ４名

400〜500日 * ２名 ０名

インターンシップ先の日本の県名 インターンシップ先の世界の地域

愛知県 ３名 ヨーロッパ ４名

兵庫県 ２名 北米 ３名

茨城県 ２名 中南米 １名

東京都 ２名 アフリカ １名

アジア １名

企業の業種もしくは研究機関名

宇宙機器製造業 ５名 University of Bern （スイス）、Swiss Federal Institute of 
Techology Zurich（スイス）、Chang Yuan University （台湾）、
Universidad Nacional Autonoma de Mexico（メキシコ）、
University of St Andrews （イギリス）、Lockheed Martin Solar 
and Astrophysics Laboratory（アメリカ）、SLAC （アメリカ）、
Academy of Sciences（クロアチア）、University of Tronto （カ
ナダ）、University of Cape Town（南アフリカ）

宇宙利用産業 １名

JAXA ２名

マスコミ １名

インターンシップ先での役割、研究内容

宇宙ミッション、宇宙機器開発研究 ８名 素粒子理論研究 １名

科学報道・取材実習 １名 素粒子実験 ２名

天文物理研究 ２名

太陽地球系観測データ解析 ３名

材料工学基礎研究 １名

電子システム開発 １名

 * 大学内で実施。実働としては2-3日/週程度

担当教員の声

企業インターンシップ担当 産学官連携室：総じて、学内にはない新鮮な知見・経験に恵まれ、実社会・実務を俯瞰する機会が得ら

れたとの前向きな感想を抱き、前途に自信を持って帰って来るようです。中には、インターン中に共同特許出願（予定）の成果を

上げた強者も見られました。満足度は高い一方、博士研究の一時的停滞はやむを得ず、特に長期不在の学生の中には、回復に苦

労するものも見られます。逆に、短期の学生からは、もう少し時間が欲しかったとの感想もあり、時間をうまく切り出すために周到

な事前計画が必要と言えます。

海外インターンシップ担当 海外連携室：海外での文化の違いや研究スタイルの違いに戸惑いをもちつつも、新しい場所で多くの刺

激を受けたことに満足度が高いようです。長期滞在の場合には生活（住居、食事環境）の確立に苦労している学生も多く見られます。

また、ホスト研究者や学生とのコミュニケーションやディスカッションを経験して、より高い英語能力の必要性を感じたという意見が

多いです。



2014年2月24日と2月28日の2日間にわたってグロー
バルリーダー研修を実施しました。この研修で国際的リー
ダーシップにとって必要不可欠なグローバルコミュニケー
ション能力及びプロジェクトマネジメント能力を養うこと
が目的です。また、慶応大学の青木節子教授をお招きし、
宇宙法についての講義も行っていただきました。グローバ
ルコミュニケ−ションでは、異文化のコミュニケ−ション、
プレゼンテ−ション能力の向上、MeetingやNegotiation
のやり方について講義とともに演習を実施しました。プロ
ジェクトマネジメントでは巨大な国際協力プロジェクトであ

る国際宇宙ステーション（ISS）を題材にした説明、及び
ケーススタディとして現在のISSと受講生が自ら考案したISS
の比較検討を行いました。プレゼンテーションを含めて講
義・演習ともに英語で行われ、最初は戸惑いもありました
が、徐々に英語発表にも慣れてきていました。演習では
活発な議論もみられ、
もっと時間をかけてや
りたいとの声が多くで
ました。 グロ ーバ ル
リーダーとして必要な
能力について認識でき
ており、教育的効果は
十分にありました。

活動報告

グローバルリーダー研修
を実施しました。

2月

24・28日

2014年3月4日から3月6日まで衛星システム講義
を、3月10日から13日および17日には衛星講習を実

施しました。目的は、各専門分野で現在ご活躍中の講師
陣（招待含む）に講義をしていただき、衛星技術に関する
基礎力や専門性、広い視野を養成することにあります。
講義は、衛星の開発手法から衛星システム、構成するサブ
システム技術全般について基礎から応用をほぼ網羅した形
で実施され、加えてミッション機器の開発や打ち上げ・運
用上に関するテーマも含み、受講生の高い関心が寄せら
れました。中には衛星関連の専門用語に慣れていないた
め、ついていくのがやっとだったという意見もありました。
今後は改善してさらに分かりやすい講義にしたいと考えて
います。
講習では、特別講演3件と熱・構造系の実習を行いまし
た。特別講演では、最初に多くの実例を交え超小型衛星

の開発から運用までを、2つ目には超小型衛星の開発動向
について国内外の詳細な調査に基づいたお話と今後の開
発・利用の展望についても幅広い視点からお話しいただき
ました。最後に特別講演として、ISSへの物資補給機（HTV）
の開発から運用にわたり携わってこられたJAXAの元フライ
トディレクターから、調整・議論を重ねながらどのようにし
て大規模国際プロジェクトを成功に導いたかを具体的にお
話しいただきました。

「技術の背景にある人
間性の尊重が基本で
ある」といった大変
重みのある講演によ
り受講生は感銘を受
け、非常に高い教育
効果がありました。

衛星システム講義と衛星講習を実施しました。

名古屋大学で採択されている6つのリーディングプ
ログラムが合同で講演会・説明会を札幌（5/17）・東京

（5/24）・大阪（5/31）の3会場で開催しました。講演会を
はじめとして、大学院の概要紹介や6リーディングプログラ
ムの個別説明会、ポスター展示等を行いました。大学院
進学を志望している大学生を中心にのべ97名の参加があ
り、当プログラムの説明ブースにも10名近くの学生が訪れ
て、熱心に説明を聞く姿がありました。講演会では世界の
トップリーダーとしてご活躍の方々に「グローバルリーダー

の育成」を主眼とし
た講 演を行っていた
だき、「リーディング
プログラムに参加し
て、 グローバ ルに活
躍できる人材に育って
欲しい」と参加学生
らにエールを送ってい
ただきました。

名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム
講演会・説明会を開催しました。

グローバルリーダー研修（2日目）で
グループ議論中のLGS学生

衛星講習における熱に関する講義風景

札幌会場で参加学生への説明を行う、
田島プログラムコーディネータと

飯嶋デュプティコーディネータ

5月

17日・24日

31日

3月4-6日

10-13日

17日



2014年6月24日に新たなM1所属生9名の採用式とガイダンスを理学南館会議室とセミ
ナー室で行いました。國枝プログラム責任者、田島プログラムコーディネータからの挨拶
の後、國枝先生より一人一人に採用証を授与していただきました。皆さん晴やかな表情を
していたのが印象的でした。今後の活躍を期待しています。採用式
の後、学生委員が中心となって企画した新入生との意見交換会が
行われました。学生と教員合わせて約40名が参加しました。自己
紹介の後のメインの企画は、支持機構などを考えながら、限られ
た数の割り箸と輪ゴムを使って、できるだけ長いタワーを作るもの
でした。ChubuSat実践プログラムと同様、組織能力や問題解決能
力、チームワークも必要で、最後になぜうまくいかなかったかとい
う議論もあり、LGS向きのとても面白い企画になったと思います。
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新規M1所属生の冬募集（8名）は、来年1月中旬に募集開始、下
旬に申請書締切、2月上旬に面接、4月1日採用を予定しています。
D1春入学編入募集（若干名）も合わせて行います。詳細は12月に
アナウンス予定の募集案内をご覧ください。

多数のご応募をお待ちしています。

新所属生M1冬募集＆D1春入学編入募集 名古屋大学大学院理学研究科
フロンティア宇宙事務室内 NewsLetter 編集チーム
住  所 ： 名古屋市千種区不老町
 名古屋大学理学部・理学研究科 C315
電  話 ：  052-789-2930 F A X ： 052-789-2931
Email ：  [ プログラム全般に関するお問い合わせ ]
 office@frontier.phys.nagoya-u.ac. jp 
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編集後記

インターンシップは企業、海外とも充実した成果が
でてきており、今回特集を組むことにしました。

次号はいよいよこのプログラムの目玉でもある、超小型
衛星ChubuSatの現状とChubuSat実践プログラムの特
集を組みます。乞うご期待！（KY）

2014年10月25日（土）から27日（月）にかけて、滋賀県高島市
において若手リトリートが実施され、48名のLGS学生が参加しま

した。学生が一堂に集まり交流する唯一のイベントであり、学年の
枠を越えたコミュニーションに加え、他研究分野（理学・工学・環境学）
についての知識および研究間の相互リンクを発見する貴重な機会であっ
たと思います。特に、今回取り入れられたグループワークでは、異なる
研究分野・学年で構成された数名のグループで、与えられた機材（マイ
ンドストーム）を用いて共通課題に取り組んでおり、企画立案・開発・
試験を通して、問題解決や組織運用を短期的に実践する機会が提供さ
れました。ChubuSat実践プログラムをまだ受講していな
い学生には事前体験となり、すでに受講した学生にはそ
の経験を実践する良い機会となりました。また本リトリー
トは、企画・立案から、会場選択や移動手段の確保に至
るまで、運営に関わるすべての手続きを留学生を含めた10
名のLGS学生が主導しており、さらに密度の高い実践経験
を得るきっかけとなっています。

活動報告

本プログラムに新しく2014年度
M1学生9名が加わりました。

若手リトリートを開催しました。10月

25-27日

採用式での新M1所属生との集合写真

意見交換会で割りばしを使っての
タワー製作を行うLGS学生

完成したマインドストーム作品を前にしての集合写真

6月24日




